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施策のポイント
　久礼中学校改築事業で木材については、須崎地区森林組合を通じ、町産材をふんだん（約75％）に使用し、
とりわけ樹齢百年の桧を530本使用し、梁間スパン8.0ｍの場合、一般的にはトラス又は集成材を必要とす
るが、この新校舎には和組みトラスと肘木構造を併用した。

久礼中学校新校舎は、桧の林野率60％を誇る中土佐町の地元産材を75％（町産材100％）とふんだんに使用。八
寸角（１寸≒3.03㎝）・無垢材で仕上げた柱と梁には、樹齢百年の桧を530本使用しており、神社仏閣に見られる
伝統建築様式を採り入れこだわった建築。

1　取組に至る背景・目的
　四万十川流域にある当町では、流域内の４市町
村と連携して「四万十ヒノキ」のブランド化に取
り組んでいる。このため、中学校建築にあたって
も、地域材を積極的に使用して整備を行った。ま
た、久礼中学校が老朽化し、改築するにあたり「子
供達と自然との距離は子供達とその健全な成長の
距離に比例する」との考え方で、土佐の恵である
自然素材を多用することを基本に整備を行った。

2　取組の具体的内容
　普通教室棟については、上下階の音の問題に配
慮し、１階RC造、２階木造とし、木材については、

須崎地区森林組合を通じ、100％県産材、内75％
町産材で、樹齢100年以上でないと育たない8寸（厚
さ）×８寸（幅）（１寸≒3.03cm）の桧を柱に採
用した。
　校舎については、とりわけ樹齢百年の桧を530
本使用した８寸角・無垢材の柱と梁は圧巻で、梁
間スパン8.0ｍの場合、一般的にはトラス又は集
成材を必要とするが、この新校舎には和組みトラ
スと肘木構造を併用した。
　肘木構造は伝統的な社寺建築に見られる升組・
斗供と貫構法に習った構法で、こだわりの建築で
ある。
　また、体育館棟の天井部は、梁間24.5ｍである
が、鉄やRCではなく木組をヴォールト状の面と
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して扱い、葉の葉脈のようにアーチ状の集成材を
中央部４段・端部６段に編んだ木材で支えるラメ
ラ・ルーフという構法で、木の強さ美しさを全面
に出した特殊構造となっている。

3　 施策の開始前に想定した
効果、数値目標など

　特に地場産材による自然素材等の木造部につい
ては、下記の利点を生かす木造の特徴、効果の実
現を目指した。
・ 木の醸し出す香り・表情と吸音性能により子供
達の心を癒す。
・ 高温多雨・多湿の土佐の地では調湿性能により
居住性を高める。
・ 地球環境に対し、CO2の削減により温暖化防止
に貢献する。

・ 地域環境保全の面から地場（中土佐町）産材を
利用することにより地場の森林が手入れされ
る。

・ 地場の木材の利用・その製材・大工により地域
経済への波及が大きい。木造建築はRC造・S
造に比べ地域経済への波及が40～50％高い。

4　現在までの実績・成果
　上記の成果が評価され、平成23年７月16日に林
野庁長官賞を受賞した。

5　 導入・実施にあたり工夫した点や苦
労した点とその対処法・解決策など

・ 通常の単年度決算では、柱・主梁等の特殊材及
び原材料で1.000ｍ3に近い木材の確保は到底無
理だが、町長の木造校舎実現への思い入れの強
さや須崎地区森林組合の協力により２年度にま
たがる木材の調達により良材を得ることが出来
た。
・ 北校舎棟は、当初木造２階建て計画されたが上

下階の音の問題に配慮し、１階RC造２階木造
とした。

6　今後の課題と展開
　久礼中学校は、外壁にも木材をふんだんに使用
したため、雨で木が腐食してしまわないよう定期
的に防腐剤を塗装する作業が必要になる。

体育館棟の天井部は桧の集成材で、中央部４段・端
部６段に編んだ木材で支えるラメラ・ルーフという
構法で、木の強さ美しさを全面に出した構造になっ
ている。

普通教室棟の２階の木造部分は、教室の桁行きの両
側の柱を貫通した肘木で受け支点間を短くすること
で梁断面を小さくし、接合部の剛性力やねばりを持
たせた構造になっている。
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